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安土城の復元

展示室の地図

しずかに話そう　　　　　　　　　　　　　　ゆっくり歩こう

ケースや物にさわらない　　　　　　　　　　えんぴつを使おう

展示室での約束

じょうせつてんじしつ あづちじょう おだのぶなが かん ちゅうしん

やくそく

もの つか

まめのぶくん

このシートでは展示室の

　　マークのところを

見るのじゃぞ！

第２常設展示室では、安土城や織田信長に関するものを中心に、

「城」をテーマにした展示を行っています。

滋賀県立安土城考古博物館へようこそ！

下に示したなぞが、本当かどうか、なぜそうなのか、

展示を見ながらまめのぶくんといっしょに調べてみよう！
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なぞ その１　
　　　　　　　安土城のまわりはほとんど湖だった？
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気づいたことや分かったことをメモしておこう！



考えてみよう

３． 信長は城を建てるために、どうして水で囲まれた場所を選んだのかな？

なぜ：　

簡単　・　難しい　（考えた方にどちらか〇をつけて、理由も考えてみよう）

２． もし自分が信長の敵だったら、水で囲まれた城へ攻めるのは簡単かな？

なぜ：　

便利　・　不便　（考えた方にどちらか〇をつけて、理由も考えてみよう）

１． もし自分が安土城に住んでいたら、水で囲まれた城での生活は便利かな？

やってみよう

２． 模型と図を見比べて湖の水があった部分に、見本をまねして、鉛筆で

     色をぬったり、線を引いたりしてチェックしてみよう。

１． 模型をよく観察して、　　　　のなかに、城跡の門や道などの名前を

    書きこんでみよう。
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① 伝　　　　跡

② 伝　　　　跡

⑦ 伝　　　　跡

③ 旧　　　　跡

④　 　　　道跡

⑤ 　　　　　跡

⑥ 　　　　　跡

⑧ 　　　　　跡

⑨ 　　　　街道

こんなふうに

鉛筆で色をぬって

水があった部分を

確かめよう。

どうやってお城の天主までいったんじゃろう？

3方向を湖で囲まれていて、町の中まで水路が

つながっているんじゃ。

模型は、発掘調査 (地面を掘り下げて、昔の人が生活していた場所や使って

いた道具を探す調査）の結果や、昔の絵図や文書などを参考に作ったものです。

模型は、織田信長が安土城を建てたころの城のまわりのようすを再現したもの

です。

安土山のまわりは水で囲まれていました。家が建てられたり、道路や田んぼに

なったりしている今のようすとは大きく違っています。よく見てみると、どう

して信長がそこに城を建てたのか、ひみつが分かるかもしれません。
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